
消
しょう

費
ひ

者
しゃ

庁
ちょう

では、重
じゅう

篤
とく

度
ど

・症
しょう

例
れい

数
すう

の多
おお

い８品
ひん

目
もく

を「特
とく

定
てい

原
げん

材
ざい

料
りょう

」として、加
か

工
こう

食
しょく

品
ひん

など 

への表
ひょう

示
じ

を義
ぎ

務
む

付
づ

けています。そのほかにも原
げん

因
いん

食
しょく

物
もつ

はさまざまで、人
ひと

によって 

反
はん

応
のう

が出
で

る量
りょう

、症
しょう

状
じょう

の重
おも

さは異
こと

なり、体
たい

調
ちょう

によって変
か

わることもあります。 
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福
ふ

生
っさ

市
し

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく
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令
れい

和
わ

５年度
ね ん ど

(令
れい

和
わ

６年
ねん

) ２月号
がつごう

 

 

今月
こんげつ

の地場
じ ば

野菜
や さ い

（使用
し よ う

予定
よ て い

） 
【福生

ふ っ さ

市
し

】ほうれんそう 

だいこん はくさい 

【羽村市
は む ら し

】にんじん、キャベツ 

チンゲンサイ、だいこん 

長
なが

ねぎ、はくさい 

【瑞穂町
みずほまち

】さつまいも 

こまつな 

 2月
がつ

３日
か

の節分
せつぶん

の翌日
よくじつ

は立春
りっしゅん

です。暦
こよみ

の上
うえ

では春
はる

になりますが、まだまだ寒
さむ

さは厳
きび

しい 

時季
じ き

です。インフルエンザやノロウイルスによる胃
い

腸炎
ちょうえん

など、この時季
じ き

に流行
りゅうこう

しやすい病気
びょうき

の予防
よ ぼ う

には、手洗
て あ ら

い、うがい、充分
じゅうぶん

な睡眠
すいみん

、栄養
えいよう

バランスのとれた食事
しょくじ

が大切
たいせつ

です。 

節
せつ

分
ぶん

は、立
りっ

春
しゅん

・立
りっ

夏
か

・立
りっ

秋
しゅう

・立
りっ

冬
とう

の前
ぜん

日
じつ

のことですが、現
げん

在
ざい

では、

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

だけをさすことが多
おお

いです。昔
むかし

の人
ひと

は、冬
ふゆ

から春
はる

へと変
か

わ

る立
りっ

春
しゅん

を新
あたら

しい１年
ねん

の始
はじ

まりと考
かんが

え、お正
しょう

月
がつ

と同
おな

じように大
たい

切
せつ

にし

ていました。その前
ぜん

日
じつ

となる節
せつ

分
ぶん

は、大
おお

晦
みそ

日
か

のような位
い

置
ち

付
づ

けで、 

１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こ う

福
ふく

を祈
いの

る行
ぎょう

事
じ

や行
ぎょう

事
じ

食
しょく

が伝
つた

わっています。 

イワシを焼
や

くにおいで鬼
おに

を追
お

い払
はら

います。 

イワシの頭
あたま

はヒイラギの枝
えだ

に差
さ

して玄
げん

関
かん

に飾
かざ

り、厄
やく

除
よ

けに使
つか

います。 

 

体
からだ

の中
なか

にたまった砂
すな

（不
ふ

要
よう

なもの）

を出
だ

す「砂
すな

おろし」として、こんにゃく

料
りょう

理
り

を食
た

べる地
ち

域
いき

もあります。 

年
とし

越
こ

しそばと同
おな

じように、 

新
しん

年
ねん

への願
ねが

いを込
こ

めてそば 

を食
た

べる風
ふう

習
しゅう

があります。 

 

いった豆
まめ

をまいて鬼
おに

を追
お

い払
はら

い、

年
ねん

齢
れい

の数
かず

だけ豆
まめ

を食
た

べて１年
ねん

の

幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。 

 

太
ふと

巻
ま

きずしを切
き

らずに、 

その年
とし

の縁
えん

起
ぎ

の良
よ

い方
ほう

角
がく

（恵
え

方
ほう

＝今
こ

年
とし

は

東
とう

北
ほく

東
とう

）を向
む

いて食
た

べるというもので、関
かん

西
さい

地
ち

方
ほう

の一
いち

部
ぶ

地
ち

域
いき

の風
ふう

習
しゅう

が全
ぜん

国
こく

に広
ひろ

まりま

した。 

 

スギやヒノキの花
か

粉
ふん

が飛
ひ

散
さん

するこの季
き

節
せつ

、「花
か

粉
ふん

症
しょう

」の症
しょう

状
じょう

に悩
なや

まされている方
かた

も多
おお

いのでは 

ないでしょうか？ 花
か

粉
ふん

症
しょう

もアレルギーの一
ひと

つですが、アレルギーとは、本
ほん

来
らい

は病
びょう

原
げん

菌
きん

などの異
い

物
ぶつ

から体
からだ

を守
まも

る

仕
し

組
く

みである「免
めん

疫
えき

」が、ある特
とく

定
てい

の異
い

物
ぶつ

に対
たい

して過
か

剰
じょう

に反
はん

応
のう

し、症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こすことです。その中
なか

で、食
た

べ

物
もの

が原
げん

因
いん

となるものを「食
しょく

物
もつ

アレルギー」と呼
よ

びます。 

症
しょう

状
じょう

が出
で

ずに食
た

べられる量
りょう

は人
ひと

によって異
こと

なり、成
せい

長
ちょう

するにつれて変
か

わる場
ば

合
あい

もあります。定
てい

期
き

的
てき

に専
せん

門
もん

の医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を受
じゅ

診
しん

し、医
い

師
し

の診
しん

断
だん

のもと、「必
ひつ

要
よう

最
さい

小
しょう

限
げん

の原
げん

因
いん

食
しょく

物
もつ

の除
じ ょ

去
き ょ

」を心
こころ

がけることが大
たい

切
せつ

です。 



消費者庁では、重篤度・症例数の多い８品目を「特定原材料」として、加工食品など 

への表示を義務付けています。そのほかにも原因食物はさまざまで、人によって 

反応が出る量、症状の重さは異なり、体調によって変わることもあります。 
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節分は、立春・立夏・立秋・立冬の前日のことですが、現在では、立

春の前日だけをさすことが多いです。昔の人は、冬から春へと変わる立

春を新しい１年の始まりと考え、お正月と同じように大切にしていまし

た。その前日となる節分は、大晦日のような位置付けで、 

１年の無事や幸福を祈る行事や行事食が伝わっています。 

イワシを焼くにおいで鬼を追い払います。 

イワシの頭はヒイラギの枝に差して玄関 

に飾り、厄除けに使います。 

体の中にたまった砂（不要なもの） 

を出す「砂おろし」として、こんにゃく 

料理を食べる地域もあります。 

年越しそばと同じように、 

新年への願いを込めてそばを 

食べる風習があります。 

いった豆をまいて鬼を追い払い、

年齢の数だけ豆を食べて１年の

幸福を願います。 

 

太巻きずしを切らずに、 

その年の縁起の良い方角（恵方＝今年は

東北東）を向いて食べるというもので、関

西地方の一部地域の風習が全国に 

広まりました。 

 2 月３日の節分の翌日は立春です。暦の上では春になりますが、まだまだ寒さは厳しい 

時季です。インフルエンザやノロウイルスによる胃腸炎など、この時季に流行しやすい病気の予防には、手洗

い、うがい、充分な睡眠、栄養バランスのとれた食事が大切です。 

スギやヒノキの花粉が飛散するこの季節、「花粉症」の症状に悩まされている方も多いのでは 

ないでしょうか？ 花粉症もアレルギーの一つですが、アレルギーとは、本来は病原菌などの異物から体を守る仕組

みである「免疫」が、ある特定の異物に対して過剰に反応し、症状を引き起こすことです。その中で、食べ物が原因

となるものを「食物アレルギー」と呼びます。 

今月の地場野菜（使用予定） 
【福生市】ほうれんそう 

だいこん はくさい 

【羽村市】にんじん、キャベツ 

チンゲンサイ、だいこん 

長ねぎ、はくさい 

【瑞穂町】さつまいも 

こまつな 

 

症状が出ずに食べられる量は人によって異なり、成長するにつれて変わる場合もあります。定期的に専門の医療機関を受

診し、医師の診断のもと、「必要最小限の原因食物の除去」を心がけることが大切です。 


